
       『筑波大学技術報告』No.33 の発刊によせて 

 

 

 本学では、技術職員の業績を広く学内外に紹介すること等を目的として、『筑

波大学技術報告』を長年継続して発刊してきており、本年度は No.33 が発刊さ

れる運びとなりました。 

 

 本報告書は「第 12 回筑波大学技術職員技術発表会」（平成 25 年 3 月 7 日
開催）における発表論文等から構成され、本学の技術職員が、教育・研究支援

活動に携わる多忙な日常業務の中で、創意工夫をこらした、長時間にわたる研

鑽や努力の成果報告です。また本発表会は、法人化後に各部局に分属された技

術職員の全学的な活動の一環として既に定着しています。その準備段階におい

て、技術発表会への積極的な参加・発表の奨励・啓発や学外者の参加を呼びか

ける広報活動等、今後のあり方の議論を含めて、技術発表会の開催や運営に関

して大きな努力が払われてきています。 

 

 技術職員の職務は実験科学等の教育・研究支援活動のみならず、教材の作成、

教育・研究機器の設置・維持管理、資料の整理等の広い範囲にわたっています。

特に、最近では IT 技術の発達に伴うネットワークの利用等において、技術職員

の果す役割はますます重要になってきています。一方、技術職員の将来への展

望も考慮して職場環境等の改善を図るために、平成 20 年 7 月 1 日、各部局

やセンターに対応する技術室を設置しました。全学的には、「技術職員の業務、

配置、育成等に係る共通的な課題および将来的な在り方の検討並びに本部と技

術職員組織の意思疎通の強化」を目的として全学技術委員会が設置され、現在、

新教育研究体制に伴って、技術職員組織体制の在り方について検討していると

ころです。 

 

 本報告書の刊行により、本学技術職員の業績を広く学内外に紹介し、各方面

より忌憚のない御意見や、御指導、御助言、激励等を頂くことができればと願っ

ています。技術職員の育成と技術力を一層、向上させるために、各方面の御支

援をよろしくお願い致します。 

 

2013 年 3 月 

                筑波大学副学長（研究担当） 赤平 昌文        
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